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令和６年度 総合教育センター・子どもと親のサポートセンター 研究発表会

教育相談部調査研究事業

不登校の子供の心身変化を的確に捉えた支援の在り方
～子どもと親のサポートセンターの実践からみえてくるもの～

千葉県子どもと親のサポートセンター
教育相談部 笠井 明子

千葉県子どもと親のサポートセンター

主題設定

R5相談総数 ２０，８７５件
来所相談 ６，２５５件※ 延べ回数 不登校・不登校傾向 来所相談全体の６０％

面接を通して聞こえてくる声は・・・

もっと、話を聴いて
もらいたかった

なんとなく
話しづらかった…

宿題のことも、
相談してよいのか…

子供、保護者と学校とのすれ違い…？

適切な学校の初期対応

手紙が届かなかった

千葉県子どもと親のサポートセンター

研究目的

適切な学校の初期対応のために

１「ケース事例集」の作成・検証

２「不登校初期対応プログラム」の作成・実践・検証

学校現場で実践できる
関わりのヒントの提案

千葉県子どもと親のサポートセンター

研究計画

令和５年度 基礎研究
• センター内事例収集及び質問紙調査
• 「ケース事例集」「不登校初期対応プログラム（骨子案）」作成

令和６年度 実践的研究
• 「ケース事例集」による初期対応の意識調査
•研究協力校における「不登校初期対応プログラム」の実践・評価

「ケース事例集」・「不登校初期対応プログラム」の完成
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千葉県子どもと親のサポートセンター

研究方法 「ケース事例集」

「ケース事例集」の検証

「ケース事例集」の活用における初期対応の重要性について、

アンケートによる調査

「ケース事例集」の作成

センター内で対応している不登校を主訴とした事例収集・分析を通した

「ケース事例集」の作成

千葉県子どもと親のサポートセンター

研究の概要 「ケース事例集」作成について

センターで培ってきた専門的な視点、不登校支援の実践から、学校現場で
実践できる関わりのヒントの提案を目指す

作成の目的

調査の方法
センター内職員（所員・心理師等 計２３人）

「不登校」を主訴とする事例についての調査（質問紙）

「ケース事例集」

気持ちの
言語化

スモール
ステップ

安心感
の確保

面接時間の
固定化

背景に何
があるか

関わりの
ポイントを
抽出

保護者を
労い傾聴

千葉県子どもと親のサポートセンター

研究の概要 「ケース事例集」作成について

千葉県子どもと親のサポートセンター

事例の概要

保護者の思い

初期対応の
課題
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千葉県子どもと親のサポートセンター

初期における
見立て

見立ての
ヒント

担任ができる
対応策

千葉県子どもと親のサポートセンター

会議の例

会議後の
見立て

今後の支援

校内体制
の
ヒント

千葉県子どもと親のサポートセンター

関わりの
ヒント

※ちょこさぽ
学校で
ちょこっと
できる
初期の
サポート

欠席を長期
化させない
ために

千葉県子どもと親のサポートセンター

研究の概要 「ケース事例集」の検証について
アンケート結果

70%

30%

0%ケース事例集から、初期対応の重要性を
感じることができましたか

できた １４人 ７０％
ややできた ６人 ３０％
できなかった ０人 ０％

※肯定的意見（できた、ややできた）１００％

教育相談上級研修受講者（２０名）を対象にアンケートを実施。
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千葉県子どもと親のサポートセンター

研究の概要 「ケース事例集」の検証について

・初期対応を捉えるタイミング、ケース会議の手引、校内研修で
活用できる。

・「ケース事例集」は初期対応の重要性を理解するためのツール
として有効。

・不登校支援の手引としても効果的に活用できる。

考察

千葉県子どもと親のサポートセンター

「ケース事例集」
作成で見えた

課題

初期対応の
重要性を再認識

課題解決に向けたツール
「不登校初期対応プログラム」

学校と家庭との間にすれ違いを生まない
ための関わりのポイント

研究の概要 「ケース事例集」作成から見えてきたもの

背景に
発達特性
の可能性

保護者との
情報共有

保護者や
子供の
気持ち

的確な
情報の
共有

千葉県子どもと親のサポートセンター

研究方法 「不登校初期対応プログラム」

「不登校初期対応プログラム」の実践・検証
研究協力校における「不登校初期対応プログラム」の実践

質問紙調査、半構造化面接による評価

「不登校初期対応プログラム」の作成
子供の心身変化を初期段階で把握し、状況に応じて対応できる

「不登校初期対応プログラム」の作成

千葉県子どもと親のサポートセンター

研究の概要 「不登校初期対応プログラム」作成について

初期の心身・行動の変化を可視化し、教職員が的確に捉えることで、欠席
初期の学校内の対応が効果的に実践することができるか検討する。

作成の目的

〇心のエネルギーの可視化
〇初期と捉える時期や変化の具体的な内容の理解
〇家庭へのアドバイス

各シート作成の方法

４つのシートを作成 「不登校初期対応プログラム」を構成

不登校の子供に表れる初期の心身・行動の変化について、センター内職員で検討
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千葉県子どもと親のサポートセンター

①こころとからだの観察シート
「ここカラーシート」（前半）

千葉県子どもと親のサポートセンター

①こころとからだの観察シート
「ここカラーシート」（後半）

千葉県子どもと親のサポートセンター

②ここカラーチェックシート

千葉県子どもと親のサポートセンター

③初期対応フローシート
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千葉県子どもと親のサポートセンター

④欠席初期電話対応シート

千葉県子どもと親のサポートセンター

研究の概要 「不登校初期対応プログラム」を活用した実践

不登校に至る前の子供に対して、
学校での迅速な対応に効果があるか検証

教職員に事後アンケート・
半構造化面接を実施

夏季休業中に４つのシートの使い方に
ついて各校で事前説明を実施

夏季休業明けに、登校状況の不安定
な子供に対し、本プログラムを実施

県内６校（小学校３校・中学校２校・高等学校１校 計６校）に協力を依頼。
夏季休業明けから９月末日の１か月間実施

子供の心身・
行動の変化を
早期に把握す
る視点の獲得

千葉県子どもと親のサポートセンター

研究の概要 「不登校初期対応プログラム」の検証
研究協力校６校の教職員（６８名）を対象に評価アンケートを実施。
その中から、実際にシートを使用した教職員各校１～２名（計１０名）を選出し、半構造化面接を実施。アンケート結果

４．ここカラーシートで、不登校の子供の心の
エネルギーや子供の状態をイメージすること
ができましたか

できた ２４人 ３５％
ややできた ４１人 ６０％
できなかった ３人 ５％

35%

60%

5% n=68

※肯定的意見（できた、ややできた） ９５％

千葉県子どもと親のサポートセンター

研究の概要 「不登校初期対応プログラム」の検証
アンケート結果

34%

50%

0%
16%

n=68

そう思う ２３人 ３４％
ややそう思う ３４人 ５０％
そう思わない ０人 ０％
わからない １１人 １６％

５．ここカラーチェックシートを使用してみて、
不登校の初期対応に役立つものでしたか

※肯定的意見（そう思う、ややそう思う） ８４％
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千葉県子どもと親のサポートセンター

アンケート結果

７．初期対応フローについて、不登校支援に
役立つものでしたか

そう思う ２７人 ４０％
ややそう思う ３４人 ５０％
そう思わない １人 １％
わからない ６人 ９％

40%

50%

1%
9% n=68

※肯定的意見（そう思う、ややそう思う） ９０％

研究の概要 「不登校初期対応プログラム」の検証

千葉県子どもと親のサポートセンター

８．欠席初期電話対応シートを使用してみて、
不登校初期対応に役立つものでしたか

34%

47%

2% 4%

13% n=68

※肯定的意見（そう思う、ややそう思う） ８１％

そう思う ２３人 ３４％
ややそう思う ３２人 ４７％
そう思わない １人 ２％
わからない ３人 ４％
使わなかった ９人 １３％

研究の概要 「不登校初期対応プログラム」の検証

アンケート結果

千葉県子どもと親のサポートセンター

研究の概要 「不登校初期対応プログラム」を活用した実践

・肯定的な意見 ８７．５％ ※肯定定的意見の平均

⇒子供の心身・行動の変化を早期に把握し、学校での迅速な
対応に効果があることが明らかになった。

・不登校の未然防止や学校への復帰に至ったケースもあった。

・ベテランから若年教員まで幅広い層から、初期対応の大切さ
を見直すことができる。

考察

千葉県子どもと親のサポートセンター

成果と課題

【成果】
〇「ケース事例集」
学校現場における不登校対策と欠席初期対応の視点等が明確化

〇「不登校初期対応プログラム」
学校現場における不登校対策としての効果

【課題】
〇「ケース事例集」
様々な主訴のケースを収集

〇「不登校初期対応プログラム」
特別支援学校等、発達段階や校種に応じたシートの作成
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千葉県子どもと親のサポートセンター

研究のまとめ

初期対応を明確化することで不登校の未然防止や

深刻化を防ぐ。

教育相談の「共通のものさし」として活用

教育相談について深めるためのツール

千葉県子どもと親のサポートセンター

ご清聴ありがとうございました。

千葉県子どもと親のサポートセンターHP
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